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高田製薬信頼性保証本部
品質保証部品質保証室リーダー

大宮 真里子さん

就職準備特集号Ⅱ

薬剤師は製薬企業で活躍できる 品
質
保
証
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

　薬剤師国家試験に合格した約７割の薬学生は、病院や薬局での勤務を
選ぶ。しかし、製薬企業で薬剤師として活躍する道もある。東邦大学薬
学部を卒業後、高田製薬に入社し、現在は信頼性保証本部品質保証部品
質保証室のリーダーとして活躍する薬剤師の大宮真里子さんに、就職ま
での道のりや製薬企業で働く魅力について語ってもらった。

　「千葉県出身で、家族に医療関係者はいませんで
した。高校時代、何か資格があると将来安心だなと
思い、薬学部への進学を考えるようになりました」。
初対面でも馴染みやすい柔らかな語り口の大宮さ
ん。高校時代は化学が得意で、薬の仕組みに興味を
持ったことも志望のきっかけとなった。
　進学先に選んだ東邦大学は、千葉県に薬学部のキ
ャンパスがあり、医学部や看護学部、理学部、附属
病院も併設されていた。「いろんな学部の人と交流
できる環境」で、医・薬・看護の学生がチームを組
み、症例に対し各学部の視点で治療法を話し合う授
業もあった。
　薬学部での６年間は「テストに追われて本当に勉
強が大変だった」と振り返る。３年までは教養科目
が中心。４年から専門科目が増え、５年で実務実習
が始まり、３カ月ごとに病院実習、薬局実習を受け
て、研究もこなした。所属研究室では、薬の苦みを
緩和するマスキングの研究に取り組んだ。
　６年目は研究と並行して、国家試験に向けた勉強
に明け暮れた。「朝７時に学校に行き、夜10時ぐら
いまでみんなで自主勉、家は寝るだけの場所だった」
と当時の日々を思い出す。

　国家試験の勉強に取り組みな
がら、５月から就職活動も開始。
後発品企業に絞って複数社を受
け、最終的に埼玉県にある高田
製薬に決めた。「研究室の先輩
が代々就職していて親しみがあ
った」という。
　就活当時、大宮さんの周りで
製薬企業を目指す薬学生は「全
体の１割未満。しかもＭＲや研
究開発職が中心で、品質保証職を志望していたのは
自分１人」だった。大宮さんは昔から、家族と同じく
自分も将来は企業で働くイメージを持っており、「製
薬会社に就職したい」と考えていた。ただ、いざ就職
となると、「ＭＲか研究開発職の二択というイメー
ジ」の中での選択を迫られた。
　「営業職は性格的に向いているか不安。でも研究
が特別好きというわけでもない」。手探りで就活を
進める中で出会ったのが、製薬企業の"信頼性保証"
という仕事だった。
　学生時代に知る機会は少ないが、製薬企業には薬
学部出身者が活躍できる部署が多数存在する。
　例えば高田製薬の場合、▽医薬品の承認申請や薬

事規制の対応を担う薬事部▽副作用情報の収集・評
価や添付文書を扱う安全管理部▽製造する医薬品の
品質を担保する品質保証課▽医薬品に関する正確な
情報を収集し、医師や薬剤師、社内のＭＲへ提供す
る学術課――など幅広い部署がある。それぞれの部
署で、薬剤師免許を持つ人材が活躍している。
　「大学時代にこうした情報を知っていれば、もっ
と製薬業界に興味を持つ薬学生が増えると思う」。
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発行回数等変更のお知らせ
　薬学生新聞の年間発行回数と発行月日を2026年
度以降、次のように変更します。発行回数は年間２
回、発行月日は６月20日、12月１日とします。
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高浦 知沙さん

わたしの「１日」
～業界の先輩に聞く～

サンロクゴ訪問薬局目黒店

在宅対応薬局の輪広げる
　高浦知沙さんは在宅医療に特化した
サンロクゴ訪問薬局目黒店で働く薬剤
師だ。2024年12月の同薬局立ち上げ
に携わり、管理薬剤師を務める。末期
癌など100人超の患者宅訪問に対応。
訪問や調剤業務だけでなく、在宅医療
に関心を持つ薬局へのコンサルティン
グ業務なども担い、在宅対応薬局の輪
を広げたい考えだ。
　同店は、末期癌、心不全、間質性肺
炎、認知症などの患者140人超の在宅
医療を担っている。
　昨年５月のある日。高浦さんは９時
に出勤し、10時までに、その日に訪
問予定の患者や担当薬剤師を確認し、
訪問の準備を行った。
　薬局全体で１日に訪問する患者宅は
15軒ほどだ。訪問先は目黒区、品川区、
渋谷区など近隣の区が多い。10時か
ら訪問を開始し、訪問先で服薬状況や
体調を確認しながら薬歴を作成。13
時頃に薬局に戻った。
　休憩を取り、14時から午後の訪問
に関する調整を行った。この日は予定
外の患者宅への薬剤配送が入り、高浦
さんが調剤を担当した。
　15時から午後の訪問をスタートし、

17時頃に薬局に戻り、薬歴を仕上げ
た。医師やケアマネージャーなど他職
種への訪問報告も行い、18時にこの
日の業務を終えた。
　同店では、高浦さんを含め薬剤師３
人、医療事務１人が勤務する。管理薬
剤師として、処方箋の内容から調剤の
優先度を判断する「司令塔」の役割を担
い、一包化や注射薬の調製、在庫管理な
どの業務も高浦さんが担当している。
　患者宅を訪問しない日は、10時か
ら12時にかけて前日や当日受付分の
調剤を行い、14時頃からも当日受付
分の調剤などに対応する。高浦さんは、
「前回訪問時の記録から処方内容を変
更・調整するほか、他職種への電話連
絡も多い」と説明する。
　昨夏から、在宅医療への対応を検討
する薬局のコンサルティングを行う業
務も始めた。輸液、医療用麻薬、医療
用ポンプなどの取り扱いについて、適
切な相談相手を見つけられない薬局は
少なくないという。ウェブと対面を組
み合わせ、在宅医療に特化した勉強会
を月２回のペースで行っている。現在
は世田谷区と大田区の薬局から相談を
受けており、「将来的にどの薬局でも

医療依存度の高い在宅患
者を受け入れる体制が整
ってほしい」と見据える。
　在宅医療のやりがいと
して、「患者さんに急変
があった時に対応できる
薬局がなければ、末期癌
の患者さんなどは在宅療
養が難しい。自宅で看取
りたいとのご家族の希望
が叶い、私たちが関わっ

たことでご家族と過ごす時間を持てた
と思えることが大きな励みになってい
る」と語る。
　高浦さんは、12年に６年制薬学部
の１期生として東京理科大学薬学部を
卒業。自分自身の健康を自らの責任で
管理するセルフメディケーションに関
心を持ち、ドラッグストアに新卒で就
職したが、実際の業務は調剤が中心だ
った。外来調剤は薬剤師が担う重要な
仕事だが、業務の多くが対物に偏って
おり、薬剤師としても外来患者の調剤
だけでは生き残りは難しくなると感じ
ていた。外来患者が入院したり通院が
難しくなったりした際にシームレスな
医療を支えるには、外来調剤だけでは
十分ではないとも考えた。薬局のカウ
ンター越しに見る一瞬の姿だけでな
く、患者が自宅でどのように薬と向き
合い、生活しているのかを知りたいと
の思いが次第に強まっていった。
　ドラッグストア勤務２年目で結婚。
家庭に専念することも考えたが、夫の
勧めもあって社会人経験の継続が重要
と捉え、薬剤師として勤務し続ける決
断をした。今後の薬剤師に求められる
職能であり、賃金を度外視しても全力
投球できる領域は在宅医療と考え、在
宅医療に特化した在宅訪問薬局に転職
した。転職先では、高齢者施設や個人
宅の在宅訪問を一通り経験したが、部
門整理により在宅訪問薬局としての体
制が見直されて外来調剤が主軸となっ
たため、高浦さんは在宅医療に携われ
る薬局を探した。
　そこで出会ったのが、薬剤師の佐々

木健さんだ。目黒区を中心に在宅医療
に特化した薬局としての独立を検討し
ていた佐々木さんの考えに賛同。24
年12月に佐々木さんが代表取締役と
なってサンロクゴ訪問薬局を立ち上げ
た。資金調達は佐々木さんが担い、高
浦さんは薬局設立の許可申請や調剤に
必要な機械の設定などを行った。
　高浦さんは、「以前の勤務先で管理
薬剤師として働いており、薬事法規な
どの知識はあったので、あまり負担に
は感じなかった。他の薬局から手続き
に関するアドバイスももらったので、
人のつながりでどうにか立ち上げるこ
とができた」と語る。
　子供２人の育児にも奮闘。「夫は異
なる業界の人だが、在宅訪問薬剤師の
仕事を応援してくれている。仕事と育
児の両立には理解あるパートナーの存
在が必須だった」と高浦さん。昨年
11月には、キャリアとライフイベン
トの両立に関する薬学生向けの座談会
を他の女性薬剤師と実施し、早期に職
場復帰した理由などを説明した。
　高浦さんは、転職先選びで重視した
ことを振り返り「社会が薬剤師に何を
求めているかを考え、自分が関心を持
つことに取り組んでほしい。特に女性
は結婚や出産を経て子供が幼い時期に
新たな勉強や挑戦をしようとしても、
大きな労力を要する。だからこそ、社
会のニーズに応えられる薬剤師になる
ために身につけるべきスキルを、若い
うちに学んでほしい」と薬学生にエー
ルを送る。

高浦さんの１日
（患者宅訪問がある日）

  9:00 出勤、訪問先・担当確認、訪問
準備

10:00 患者宅訪問

13:00 昼休憩

14:00 訪問先・担当の調整、訪問準備

15:00: 患者宅訪問

17:00 薬歴作成・他職種への報告

18:00 業務終了
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佐々木さん（右から２人目）ら薬局のスタッフと
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沢田 佳祐さん

わたしの「１日」
～業界の先輩に聞く～

枚方公済病院

業務と研究を両立
　沢田佳祐さんは大阪府枚方市にある
枚方公済病院（313床）で働く薬剤師
だ。大学卒業後、大学病院での勤務を
経て、2017年に同院に就職。入職２
年目から感染対策室に所属し、抗菌薬
適正使用支援チーム（ＡＳＴ）専任者
に指名された。現在は救急外来におけ
る薬物療法支援と、ＡＳＴ活動支援を
中心に業務を行う。大学院生として研
究にも打ち込み、26年度には病院の
推薦を受けて海外に留学する予定だ。
沢田さんは「多くの医療者がより良い
医療を届けられるよう、エビデンスを
発信したい」と思いを語る。
　昨年12月のある日。沢田さんの仕事
は、８時半の薬剤科朝礼から始まった。
薬剤師間でスケジュールを確認し、医
薬品の欠品・入荷状況や特別な対応が
必要な患者などの情報共有を行った。
　その後、医局の朝礼にも出席。医師
のスケジュール確認のほか、当直医か
らの時間外入院の引き継ぎや、高度治
療室（ＨＣＵ）入室患者の情報共有が
行われる中、沢田さんは情報収集に努
めた。「直接医師から話を聞きたい。
連携も深まると考え、志願し参加させ
てもらっている」と語る。
　９時からは救急外来業務にあたっ

た。限られた時間の中で医師が多くの
外来患者に対応できるように、迅速で
的確な医薬品情報の収集や提供に取り
組んだ。過去に担癌患者が新型コロナ
ウイルス感染症を発症した症例では、
添付文書で併用注意となっていた抗ウ
イルス薬と服用薬の相互作用の詳細な
情報を海外文献から探し出し、医師へ
提示。影響は許容範囲内であるとして
投与が決まった。「文献を探して適切
なデータを読む点は私の最も得意とす
るところ。医師はその間に他の患者を
診察できる」と沢田さんは話す。
　10時になると移動し、抗がん剤の
調製を実施した。「薬剤師としての基
本かつ重要なセントラル業務の手技や
感覚を鈍らせないため、シフトに組み
込んでもらっている」という。
　11時から、午後に行われるＡＳＴカ
ンファレンスの準備に取り掛かった。
抗菌薬の使用動向や検体の培養検査結
果などを確認。24年にＡＳＴ専任者を
後輩薬剤師に引き継いでおり、その後
輩が作成した資料にも目を通した。
　１時間の休憩を挟み、13時から再
び救急外来業務。14時からＡＳＴカ
ンファレンスに出席した。医師、看護
師、臨床検査技師など多職種が集まり、

薬剤師が作成した資料をもとに、検査
値や体温、薬剤の種類や投与量などを
確認しながら、合計15 ～20症例ほど
の抗菌薬治療を振り返った。沢田さん
は「血液培養検査は敗血症などの重い
疾患につながる可能性があるため、特
に重視する」と話す。投与量の適正化
や抗菌薬の変更など、今後の治療方針
を議論し、終了後に決定した治療方針
や議論の内容を、各患者の主治医や病
棟薬剤師へ報告した。
　16時半からは後輩教育にあたった。
人材育成も重要な役割。後輩が作成し
た資料や論文などをチェックし、フィ
ードバックを行った。
　17時から調剤室の締め業務を行い、
１日の業務を終えた。業務終了後は臨
床研究や論文執筆などの自己研鑽・研
究活動に取り組んだ。
　今でこそ研究熱心な沢田さんだが、
学生時代は薬剤師への強い熱意はなか
ったという。
　高校時代は数学が苦手で、選択肢が
限られる中、たまたま見つけたのが薬
学部で、10年に立命館大学薬学部へ
入学。教授の薦めで16年４月に京都
大学病院に入職するも明確なキャリア
ビジョンを持たず、焦りを感じていた。
　転機はすぐに訪れた。17年４月、当
時の枚方公済病院の薬剤科長との縁で
同院に転職。「柔軟な風土で、多くの挑
戦の機会をいただいた」と振り返る。
　挑戦の一つが、入職２年目で指名さ
れたＡＳＴ専任者としての業務だ。Ａ

ＳＴの立ち上げに始まり、当初はＡＳ
Ｔに感染症専門医が加わっていなかっ
たため薬剤師主導で抗菌薬適正使用支
援を実施するなど活動を牽引。ＡＳＴ
の介入により、入院や治療期間の短縮、
抗菌薬治療費の削減につながったエビ
デンスをまとめて論文化した。
　沢田さんは「患者個人への介入から、
病院全体のシステムや医師の処方行動
への介入へと視座が変化し、仕事の質
が劇的に変わった」と話す。
　感染症は未経験の分野だったため、
多くの勉強会へ参加。20年の新型コロ
ナウイルス感染症の流行時は、「未知
のウイルスに対抗するには論文を読む
しかない」と考え、論文を読み漁った。
　21年には自施設におけるワクチン
接種後の副反応発現率などをまとめ
た、自身初の筆頭論文を作成。この経
験から、「現場の感覚だけでなく、自
らの手でデータを分析し、エビデンス
を発信できる薬剤師になりたい」と考
え、22年４月に京都薬科大学大学院
博士課程に入学。村木優一教授から指
導を受け、５本の英語論文を執筆した。
　病院で勤務しながら大学院で研究を
行うハードな日々を送るが、仕事のや
りがいは大きく、充足感は強い。今は
医師や薬剤師から「あの治療がうまく
いって、患者さんに喜んでもらえたよ」
と報告を受けることが特に嬉しい。
　薬学生に向けて「大学入試や最初の
就職活動が人生のすべてを決めるわけ
ではない」と沢田さん。「方向修正や
再チャレンジはいつでもできる。その
時々の気づきや出会いを大切にして欲
しい」とエールを送る。

沢田さんの１日

  8:30 薬剤科と医局の朝礼に参加

  9:00 救急外来業務

10:00 抗がん剤調製

11:00 ＡＳＴ活動。抗菌薬の使用動向
確認などを実施

12:00 昼休憩

13:00 救急外来業務

14:00 ＡＳＴカンファレンス

16:30 後輩教育、調剤室締め業務

17:15 業務終了。研究活動へ
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　本格的に冬の季節になってきました。寒さに伴って
インフルエンザなどの感染症も流行っている中、皆様
も体調を意識して日々過ごされていることと思いま
す。今回、日本薬学生連盟広報部は、全国の薬学生
53人にアンケート調査を行い、生活習慣や健康意識
に関する質問に答えていただきました。ご協力いただ
いた皆様、誠にありがとうございました。集計したと
ころ、とても興味深い結果となりましたので紹介いた
します。皆様の日々の生活を見直すきっかけになれば
幸いです（執筆：広報統括理事　大阪医科薬科大学薬
学部４年　塚本有咲）

　回答者の出身地は、53％が近畿、
26％が関東、残りの21％は東北・北
陸・中部・中国・四国地方が占めてお
り、様々な地方の薬学生にご回答いた
だきました。
　学年は、49％が４年生、21％が５
年生、17％が３年生、残りの13％は
１年生・２年生・６年生でした。大
学生活にも十分に慣れ、薬学の学修
が応用や実践段階へと進んでいる３
～５年生が、回答者の大半を占めま
した。
　学生生活での住まいは、66％が実
家、28％が下宿での一人暮らし、６
％が寮との結果でした。

　発熱や感染症など、学校を休むレベ
ルで体調を崩す頻度を聞きました（図
１）。「年に一度」または「もっと頻度
が低い」と答えた方が全体の約７割も
おり、多くの学生が健康な状態を長期
間維持できていると感じました。薬学
部のカリキュラムには、実習や試験と
いった出席必須の日程が多いこともあ
り、体調を崩さないように気を付けて
いる学生が多いのかもしれません。ま
た「もっと頻度が低い」を選んだ方の
回答では、「２～３年に一度」が最も
多かった一方、「ほとんど体調を崩す
ことがない」「大学生活の６年間体調
を崩したことがない」と答えた方もい

　平日の睡眠時間につい
て質問しました（図３）。
理想とされる睡眠時間の
目安ですが、厚生労働省
は、成人には最低でも６
時間以上の睡眠を推奨
し、６～８時間が適正と
しています。米国国立睡
眠財団は、大学生（18～
25歳頃）の適切な睡眠時
間は７～９時間としてい
ます。そこで適正睡眠時間を６～９時
間と仮定して結果を見ると、適正範囲
の睡眠時間を確保できている薬学生は
約67％でした。残りの学生のほとんど
が「４～５時間程度」と回答しました
が、もっと短いと回答した方も少しい
ました。
　適切な睡眠時間には個人差があると
思います。そこで現在の睡眠時間は
十分に足りているかを答えてもらい
ました（図４）。丁度良い睡眠時間だ
と答えた学生は予想よりはるかに少な
く、約11％しかいませんでした。実
に85％もの学生が、睡眠時間が不足

していると自覚しているよ
うです。

ました。
　自身の中で「しんどさ」
や「だるさ」を感じるレ
ベルで、調子が悪くなる
頻度を聞きました（図
２）。「月に一度」と答え
た方が約３割と最も多

く、他の選択肢も合計して月一度以上
の頻度の方が全体の半数近くもいると

いう結果でした。
　大きく体調を崩す頻度と比較して、
多くの方が小さな調子の悪さを頻繁に
感じていることが分かりました。その
原因としては、日々の授業や課題、バ
イトや研究などで忙しく、睡眠・運動
・食事といった生活習慣にしわ寄せが
いってしまっている可能性が考えられ
ました。

　なぜ睡眠が足りていないのかを聞い
たところ（図５）、約８割が「つい夜
更かしをしてしまう」を選び、勉強や
研究室、バイトなどやるべきことや、
やりたいことのために睡眠時間を削っ
ている方も多くいることが分かりまし
た。一方で、睡眠時間は確保できてい
ても、全体のおよそ15％の方が、寝
つきの悪さや途中覚醒が原因で寝不足
になっていると答えました。その理由
の一つに、日中の活動量の不足などで
睡眠が浅くなっていることが考えられ
ます。
　そこで運動に関して、一週間に意識
的に行っている頻度を聞きました。す

小さな体調不良が頻繁に

勉強や夜更かしで寝不足

薬学生の多くは睡眠不足
見直したい生活習慣

図１ 図２

図３

図４
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説明会参加だけで内々定って？
　５年生の12月に薬局見学会に
参加したところ、早速内々定をい

ただきました。実は、他に病院見学や化
学企業インターンシップにも参加してい
て、様々な視点から自分の将来を決めよ
うとしているところです。まだ面接を受
けたわけでもないのに、帰り際に人事の
方から内々定を伝えられ、今後の対応に
困っています。

　毎年、採用側の活動スピードが
早まっていて、５年次の秋以降に

事実上の選考が開始されているのは事実
です。インターンシップが早期選考を意
味するのもあり、学生間でも情報共有し
て活動しているようですね。また、薬局
は病院より採用活動が早いというのも実
際見受けられるので、最近では病院の募
集選考も従前より随分と早くなっていま
す。就活の期間が短くなるのは、勉学に
忙しい薬学生にとってはメリットが大き
いという捉え方もできますね。

　さて、一度の説明会参加で内々定（の
ようなもの）を伝えられたのですね。ま
ずはおめでとうございます。採用側があ
なたを評価し、「採用したい」という意
志表示をしてくれたことはとても嬉しい
ことです。
　ただ、他にもまだ活動中とのこと。就
活というのは、人生の大きな選択をする
わけですから、たくさんの職場や職種を
見て検討するのは当たり前です。せっか
くの就活ですから、たった一つの会社や
職種を見て決めてしまうのはもったいな
いと思います。
　当然ながら採用側も、学生が一つの会
社を見て決めるわけではないことは百も
承知なんです。あなたの場合、薬局の人
事の方に、「自分はまだ就活を継続する
つもりで、他に検討している職場がある」
としっかり伝えましょう。「そんなこと

をはっきり伝えていいのか」なんて心配
は無用です。全国の学生が同じように活
動をしています。志望が変わり、薬局就
職が検討から外れた場合は、なるべく早
く人事の方に連絡をし、失礼にならない
ように言葉遣いに気を付けて、応募の意
志がないことを率直に伝えましょう。そ
れで何も問題はありません。
　さてここで、ちょっと客観的にこの状
況を捉えてみましょう。たった一度の説
明会参加で内々定をもらうほど、あなた
が魅力的な人材だということは素晴らし
いことです！自信を持ちましょう。一方、
ほんの数時間の説明会参加で、役員面接
もないまま内々定を出す薬局人事の方の
採用手法は果たして……。学生も選ばれ
るだけではなく、採用側をしっかり観察
し、自分の将来を描ける職場かどうか見
極める力も必要です。

Ｑ

Ａ

薬学生

キャリア相談
Ｑ＆Ａ
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　アンケート調査を実施した昨年12
月上旬頃は、インフルエンザＡ型やコ
ロナウイルスが全国的に流行していま
した。12月に入ってからのマスク着
用の有無に関して、「基本的にずっと
付けている」または「人が多い密な場
所では付けている」方が64％、「ほと
んど付けていない」方が32％でした。
　インフルエンザワクチンの接種頻度
に関して、「年に１回」または「２～
３年に１回」と答えた方と、「基本的
に打っていない」と答えた方で約半数
ずつでした。
　医療系学生であるので、ほとんどが
感染対策を徹底して行っているのでは
と予想していましたが、実際は対策の
度合いは人それぞれであることが分か
りました。
　健康状態を保つための対処や工夫も
調べました。まず、体調が悪い時に行

う対処法を聞きました。94％の方が
「とにかく寝て治す」と回答し、寝る
ことが最も治りが早く、回復への近道
だと考えている方がほとんどのようで
した。普段の寝不足の蓄積や、忙しさ
による体力の限界がくることで体調が
悪くなる方も多く、睡眠イコール休息
という意味で寝ることが大事だという
意見も多々ありました。
　また、薬局などで販売されているＯ
ＴＣ医薬品や、医療機関の受診で入手
できる医療用医薬品など、何かしらの
形で「医薬品を服用する」と答えた方
は全体の約７割でした。その中で「漢
方薬を服用する」と答えた方は１割で
した。漢方薬は西洋薬と比較して副作
用が少ないといったメリットがあるの
で、もっと体調不良の際の対処法とし
て選ぶ方が増えてもいいのではと思い
ます。

ると７割以上の方が「ほぼしていない」
と回答しました。今回のアンケートの
主な回答者である３～５年生は、学業
や実習の多忙に加えて部活もほぼ引退
しており、運動の機会を確保できてい
ないと推測できます。そのため、日々
の通学などの限られた短い時間の中
で、できるだけ身体を動かすように意
識することが大事になってくると思い
ました。
　食事に関して、１日に何回摂ってい
るかを質問したところ、71％が「１
日３食」、27％が「１日２食」と答え、

「全く食べない日もたまにある」や「１
日４食」と答えた学生も若干名いまし
た。「１日２食」と答えた方のほとん
どが、「昼と夜の２食」を摂っている
ようでした。その理由として、朝は時
間がなかったり食欲がなかったりで、
朝食を抜いてしまうという回答が多か
ったです。このことは、睡眠不足で朝
は少しでも長く寝たいと思う学生が多
いことも影響しているのではと思いま
した。一方で、朝にしっかり食べてい
ることで、昼食を食べずとも夜まで十
分にもつと答えた方もいました。

意外と多い自然治癒派

　健康のために日々
習慣づけ、工夫した
いことを答えてもら
ったところ、やはり
睡眠・運動・食事に
関することを挙げた
方が多かったです。
特に睡眠に関して
は、実に９割以上の
方が、自身の体調に
影響している要因で
あると答えていまし
た（図６）。睡眠の
重要性を自覚していながら、十分な睡
眠時間を確保できない状況が長く続い
ている方が多いと感じました。
　食事に関しては、毎日朝食を摂った
り、食事の時間帯を一定にしたり、野
菜を積極的に摂ったりしたいという回
答がありました。
　運動に関しては、階段をできるだけ
使うようにするなど、日常の中で少し
ずつ身体を動かす頻度を増やしていき
たいという回答が多くありました。
　これら二つは、睡眠と比較しても自
身で管理や調節がしやすいため、実際
に習慣づけている方も多かったです。
生活習慣を良い方向に変えていくため
の工夫としては、これらはハードルが
低く、比較的取り組みやすいと思われ
ます。一方で、食事と運動を改善した
としても、睡眠不足の影響を補完した
り解消したりはできないようにも感じ
ました。
　他にも生活リズムを整える工夫とし
て「日光を浴びる」「お風呂の湯船に
つかる」「ストレッチをする」などの
回答がありました。これらは、リラッ
クスできて睡眠の質の向上にも良い効

果を示すと考えられます。
　体調に影響する大きな要因の一つと
してストレスを挙げる方が多く、その
中でも特に人間関係に関するストレス
の影響が大きいようでした。ストレス
を軽減するために「ストレスを溜めな
いようにする」「耐え難い時はその状
況から逃げる」「適度なストレス負荷
となるよう予定を詰めすぎない」「無
理せずリラックスした状態で過ごす」
といった工夫が多くありました。気温
や気圧などの環境変化に最も影響を受
けると答えた方も一定数いました。
　健康維持のために必要な要素はたく
さんありますが、今回のアンケート調
査で、睡眠が最も影響があり重要視す
べきであると考えさせられました。日
本は世界的に見ても平均睡眠時間が
短く、睡眠不足大国とされています
が、それは薬学生にも当てはまって
いると感じます。睡眠状況が改善すれ
ば、体調を崩す頻度も減り、日中のパ
フォーマンスも格段に向上することで
しょう。この機会にぜひ、ご自身のこ
れまでの学生生活を振り返ってみてく
ださい。

食事やストレス対策を工夫

図５

図６

　一方で、「健康食品の摂取」や「自
然治癒で治す」と答えた方は全体の約
３割でした。休息などで自身の免疫機
能を高め、薬を服用せずに自然に治す
と答えた割合が予想よりも高く、驚き

ました。薬学を学んでいるからこそ、
症状が軽かったり薬以外で効果を代替
できたりする際は、医薬品を摂取しな
いで自然に治そうと考える方も一定数
いるように感じました。
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真柄 詩織
生物科目責任者

↑

白川 佳徳
化学科目責任者

上赤 伸吾
物理科目責任者

安澤 寛
病態･薬物治療
科目責任者

猪又 雄太
薬理科目責任者

大内 邦弘
衛生科目責任者

政野 敬史
実務科目責任者

堀川 絵里
法規･制度･倫理
科目責任者

横井 宏哉
薬剤科目責任者

国
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　第111回薬剤師国家試験が２月21、22日に実施されます。2022年に
改訂された薬学教育モデル・コア・カリキュラムには疾病の予防や個々
の患者の状況に適した責任ある薬物療法が実践できる薬剤師の育成を目
指すことなどが掲げられています。近年の国試でも、「解剖・生理学」「疾
病の予防」など同改訂コアカリに準拠した内容が多く出題されており、
「個別最適化薬物治療」については、今年度の本紙でも学修方法を紹介
してきました。今号では、薬学ゼミナール全9科目の責任者が第111回
国試に向けた「最終チェックポイント」を紹介します。

学校法人医学アカデミーグループ
薬学ゼミナール

　始めに国試の合格基準をおさらいしましょう。合格基準は、①問題の難易を
補正して得た総得点について、平均点と標準偏差を用いた相対基準により設定
した得点以上であること②必須問題について、全問題への配点の70％以上で、
かつ、構成する各科目の得点がそれぞれ配点の30％以上であること――の要
件を全て満たすこと（表１）で、禁忌肢の選択状況も加味されます。

　合格ラインは相対基準で決まるため、その年の国試の難易度により変動しま
す。薬ゼミ自己採点システム（登録者数１万人以上）の結果から見えることとし
て、正答率60％以上の問題の合計数はその年の合格ラインを上回っています
（図１）。つまり、多くの受験生が正解できる正答率60％以上の問題をしっかり
解くことができれば、国試に合格できるということです。参考正答率の高い既
出問題を繰り返し学修して、周辺知識も含めて理解できるようにしましょう。

　薬ゼミＬＩＮＥで既出問題の解説を確認することがで
きますので、活用してください。過去問解説動画（101
～110回）にアクセスするには、薬ゼミＬＩＮＥアカウ
ントにて「110-1」「110　208」のように国試の回数と
問番号を入力して送信してください。

＜ＬＩＮＥ薬学ゼミナールのＱＲコード＞

9科目の最終チェックポイント

■物理

　物理の分野は、大きく「物理化学」と「分析化学」に分けられます。この科
目で高得点を狙うためには、三つのポイントとして、①用語の定義を理解する：
過去問等で登場した用語の意味を自分の言葉で説明できるようにしましょう②
グラフや表を読み解く：提示された図表が何を表しているのか正確に把握し、
必要な情報を読み取る力を養いましょう③計算力を身につける：問題文から適
切な公式を選択できるようにし、解説を参考にしながら自力で解けるようにな
るまで練習しましょう――を意識した学習が効果的です。
　特に出題頻度が高い範囲として、物理化学では▽熱力学▽反応速度論▽分子
間相互作用▽放射線と放射能、分析化学では▽酸と塩基▽定性試験▽クロマト
グラフィー▽分光分析法▽画像診断技術――が挙げられます。過去問を繰り返
し解くことで出題傾向をつかみ、知識の定着を図りましょう。

■化学

　化学は、分子構造や官能基の性質を基盤に、有機反応や生体分子、医薬品化
学へとつながっていく科目です。構造式から性質や反応性を推測し、知識を結
びつけて考える力が得点に影響します。化学概論、立体化学、酸・塩基の範囲
では、「原理を自ら説明できるか」を学修指標としましょう。
　有機反応では、生成物だけを覚えるのではなく、「どの試薬が、どの部位に、
なぜ作用するのか」を、電子の動きや立体的要因とあわせて理解し、応用力を
身につけましょう。
　生体分子（糖・脂質・アミノ酸・核酸など）や医薬品化学では、既出問題で
取り上げられた内容を軸に、性質・反応性・作用機序を整理することが効果的
です。近年は、化学以外の科目でも構造式をもとにした設問が増えています。

※薬学実践問題150問は、「実務」20問、およ
びそれぞれの科目と「実務」とを関連させた複
合問題130問からなる

表１　薬剤師国家試験における科目・問題区分別の問題配分

図１　国試の合格ラインと正答率60％以上の問題の比較

※１　薬学ゼミナール自己採点システムのデータより
※２　厚生労働省発表
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　2025年７月に、日本老年医学会が発
刊している「高齢者の安全な薬物療法ガ
イドライン」が10年ぶりに改訂されま
した。現在では、ポリファーマシーや潜
在的不適切処方といった概念が、国内で
も広く普及したように思います。一方で、
不適切処方の減薬や投与の中止を促す介
入（以下、減薬介入）を行っても、転倒
や骨折、再入院、死亡など、臨床的に重
要なアウトカムの発生リスクは大きく低
下しないことが知られています（PMID: 
34221792）。筆者は、減薬介入の効果
が限定的な理由として、ポリファーマシ
ーが生み出される要因や減薬介入のアプ
ローチが、極めて複雑性の高い事象であ
ることに着目しています。
　一般的に、集団における体重や身長、
あるいはテストの点数などのデータは、
平均値に近い人が最も多く存在し、平
均値から乖離するにつれて、徐々に少
なくなっていく釣り鐘型の確率分布を
描きます。このような確率分布は正規
分布と呼ばれ、集団における薬の平均的
な効果量もまた、正規分布を前提として

います。
　一方で、生活習慣の是正や運動療法の
推奨など、患者個別の文脈を考慮した医
学的介入は、薬を投与するといった医学
的介入よりも、そのアプローチが複雑で
す。減薬介入もまた、医療者要因、患
者要因、医療制度など、多面的な文脈
を考慮して実施せねばなりません。ポ
リファーマシーと呼ばれるような全ての
状況に対して、画一的な介入を行うこと
ができないことは想像しやすいと思い
ます。少なくとも、処方薬や患者の病
態に応じた個別の減薬アプローチが不可
欠です。
　多数の要素が相互に影響し合い、個々
の要素の単純な総和では予測できないシ
ステムを複雑系と呼びます。複雑系はま
た、その発生頻度がべき乗則（べき分布）
に近似できると考えられています。べき
乗則とは、一部の要素が非常に大きな
値を持つ一方、大多数の要素はごく小

さな値に留まる不均衡な確率分布のこと
です。
　大規模な自然災害や株式市場の暴落な
ど、多数の要因が複雑に影響し合って発
生する事象は、その頻度が極めて稀な一
方で、ひとたび発生すると、甚大な社会
影響をもたらします。つまり、複雑系が
もたらす社会的な影響は正規分布では表
現しにくいのです。
　社会的な要素を含む複雑な医学的介入
もまた、効果量のばらつきが大きく、べ
き乗則に近い分布を認めるとの報告

（P M I D : 22479569）があり、減薬介入
にも類推的に当てはまる可能性を指摘で
きそうです。つまり、少数の症例で大き
な効果が得られる一方、多くの症例にお
いては効果が限定的である可能性です。
減薬介入を実施しても、臨床的なアウト
カムが平均レベルで低下しにくい理由
は、効果量の不均衡な確率分布に起因し
ているのかもしれません。
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法
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減薬介入の効果が限定的である理由

こ
れ
か
ら『
薬
』の

話
を
し
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総合的な得点力向上のため、化学の学修により得られた知識を横断的に活用で
きるようにして、国試本番に臨んでください。

■生物

　生物は、例年出題基準から満遍なく出題されますが、特に薬理、病態・薬物治
療、衛生と関連する「解剖・生理学」および「生化学」の出題数が増加傾向にあり
ます。既出問題を繰り返し解き、知識の定着を図ると共に、問題の正誤の確認だ
けではなく、周辺知識の整理や構造式および図の確認を意識しましょう。
　なお、全範囲を通して①言葉の意味を理解する②関連する医療系科目とセッ
トで学修する（例：抗悪性腫瘍薬を学修する際に生物で核酸代謝を振り返る等）
――を意識しましょう。
　最後に、生物の得点向上には医療系科目の知識も不可欠ですので、他科目と
のバランスも取りながら学修を進めましょう。

■衛生

　衛生では、次に挙げる出題頻度が高い範囲を必ず見直してください。「保健
統計」の死亡原因の推移はグラフ・表での出題が多いため、年次推移の理由を
必ず理解しましょう。「予防接種」は予防接種法での分類（Ａ類・Ｂ類）、ワク
チンの分類（弱毒生・不活化・トキソイド）を確認してください。「感染症」
は母子感染、性感染症を特に確認しましょう。
　「ビタミン」と「食品添加物」は構造式での出題が多いため、構造式から特
徴が分かるようにして覚えましょう。「細菌性食中毒」は原因細菌と原因食品、
産生する毒素をまとめましょう。「発がん物質の代謝的活性化」は代謝的活性
化の経路を理解しましょう。「水環境」では主要な水道水質試験法の原理、活
性汚泥を用いた下水処理の原理を簡潔に説明できる状態を目指しましょう。

■薬理

　薬理は、例年、出題基準から満遍なく出題されています。そのため、全範囲
を満遍なく見直して総仕上げをしましょう。手法としては、既出問題を中心に
問題演習を行い、▽誤文の訂正▽文中のキーワードの意味――の説明がしっか
りとできているか確認しましょう。また、問題文に登場する薬物名だけを見て、

「作用機序と薬理作用」を説明できるか確認することも非常に有効です。何度
も間違えてしまう範囲は目印をつけておき、国試本番前に復習できるようにし
ておくと弱点対策になります。
　問題を解く上で重要なことは、問題文中のキーワードをその場で活かせるよ
うにすることです。キーワードを理解できていれば、文章の矛盾に気づくこと
もできます。そのためには、▽受容体の分類▽標的分子（特に酵素）の機能―
―に目を向け、生物とリンクさせて理解を深めるように努めていきましょう。

■病態・薬物治療

　本科目は「病態・薬物治療」と「情報・検定」の範囲から出題されます。
　病態・薬物治療では、薬剤師が臨床現場で対応する機会の多い疾患が出題さ
れる傾向があるため、▽循環器系▽泌尿器系（腎）▽消化器系▽代謝・内分泌
系▽中枢・精神系▽悪性腫瘍――の範囲を中心に他科目との知識を関連付けて
学修しましょう。また、近年の実践問題では、複数疾患を合併している患者の

症例を読み取り「最も適切な治療は何か」を判断させる問題が増加しています。
そのため、既出問題や模擬試験を活用し、患者の症候、検査値等から服用薬の
相互作用や副作用の発現を推測する力を強化しましょう。
　情報・検定の出題割合は減少傾向にあるものの、医薬品情報源や検定・推定
の手法について、既出問題を中心に学修し、理解を深めることが得点するため
に効果的です。

■薬剤

　近年の薬剤では、「薬物動態学」で投与計画を中心とした計算問題、「物理薬
剤学」で実験結果のグラフを読み取る問題、「製剤学」でＤＤＳを中心とした
具体的な医薬品に関する出題が多数あります。特に計算問題は例年5 ～７題程
度の出題が見込まれるため、公式の確認を行った後に正答率60％以上の既出
計算問題を再確認しましょう。
　優先して確認すべき頻出内容は、薬物動態学では▽トランスポーター▽遺伝
的多型▽代謝の誘導と阻害▽投与計画▽ＴＤＭ――です。物理薬剤学では▽物
質溶解▽分散系▽粉体の性質のグラフや計算――に注目しましょう。製剤学で
は▽ＤＤＳ（放出制御、ターゲティング、吸収改善）▽製剤添加物▽無菌製剤
――です。参考書の図や表を用いて、イメージを大切にしながら学修しましょ
う。

■法規・制度・倫理

　近年の国試で、新傾向の問題が多く出題されるのは「倫理」の範囲ですが、
受験者間で大きな得点差は見られない傾向があります。「法規・制度」につい
ては、薬剤師に必要な資質や臨床現場を意識した法規制が幅広く出題されてい
ます。特に、出題頻度が高く、かつ類似出題が多い傾向にあるのは、▽薬剤師
法▽医薬品医療機器等法▽承認後の制度（再審査・再評価、副作用等報告）▽
麻薬及び向精神薬取締法▽介護保険制度――です。また、▽医療法▽医療保険
制度――も頻出範囲です。いずれも既出問題の演習を繰り返し、理解すること
で取りこぼしを防ぎ、確実に得点できるようにしていきましょう。

■実務

　実務は全体345問のうち95問と出題数が多く、幅広い知識を必要とする科
目ですが、既出問題の内容を理解し、関連する知識の定着を図ることで、直前
期でも得点力の向上が期待できます。薬理や薬物治療の知識が基盤となる問題
も多いため、実務で副作用や服薬指導等の範囲を勉強した際には薬理・薬物治
療で、薬の作用機序や医薬品の適応を確認することをおすすめします。
　実務の中で重要度の高い範囲としては、▽チーム医療▽副作用▽相互作用▽
服薬指導――等があります。副作用については、近年、薬剤師に服薬後のフォ
ローが求められていることから、検査値を基に患者の状態を判断する症例問題
への対応が必要です。代表的な検査値の基準値を確認した上で、既出問題を用
いた検査値の読み取り練習をしておきましょう。
　また、同改訂コアカリにおいて重要となる個別最適化薬物治療の観点から、
患者背景や併用薬を考慮した処方変更の提案ができるよう、特に妊婦や小児で
使用の可否が分かれる医薬品や既出問題に見られる代表的な相互作用の組み合
せは必ず把握しておきましょう。
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（１ページから続く）

　こんにちは。メディセレのしゃっち
ょう、児島惠美子です。
　2026年は「丙午（ひのえうま）」です。
午年の中でも丙午は60年に１度。「陽
転のチャンス」と言われます。再スタ
ートのタイミングです。ラッキーカラ
ーは「赤・白・黒」。ファッション傾向
ではオレンジが流行りやすいとのこ
と。美容の開運は「潤い」。１人でゆっ
くりお風呂に入るのが良いそうです。
開運スポットは「夜景の見える場所、
薄暗いカフェ、温泉」とのこと。メディ
セレ大阪校の自習室（コワーキングス
ペース）は夜景が見えて集中力をアッ
プしてもらうためにわざと薄暗くして
いるので、開運スポットですよ！

メディセレスクール

社長

児島 惠美子

　26年に運が味方する人は▽目
標を明確に持つ人▽直感で行動で
きる人（頭で考えすぎない人）▽
流れに柔軟に乗れる人▽発信や表
現を恐れない人▽心を整える習慣
を持っている人――とのことで
す。薬学生は薬剤師免許を取ると
いう明確な目標があるので、運が
味方してくれますよ。
　25年で私が印象に残ったこと
は、大阪・関西万博でヘルスケアパビ
リオンに行ったこと。未来の医療を垣
間見ることができて、ワクワクしまし
た。
　25年は戦後80年でした。ベトナム
戦争終結50周年でもありましたので、
以前から支援しているベトナム結合双
生児ベトちゃん・ドクちゃんのドクさ
んが、テレビ番組「徹子の部屋」の収

録で来日したタイミングで、高校の後
輩である大阪府の吉村洋文知事につな
いで、一緒に表敬訪問したことも印象
深いことでした。
　改めて平和への感謝と平和を守る覚
悟を考えました。変化する時代。薬学
教育も医療現場も変化していきます。
そんな中を柔軟に、共に変化していき
ましょうね。

丙午、柔軟に変化を
国
試
予
備
校
の
現
場
か
ら

ドクさん（中央）と一緒に、大阪府の吉村知事
（左から２番目）を訪問する筆者（右から２番目）

　入社後の配属先は品質保証室。具体的な業務とし
て、▽国内外から調達する主原料の製造所・委託先
を含む製剤製造所での製造から出荷までの全工程の
ＧＭＰに沿った監査▽製品の品質を確認し出荷可否
を判断する市場出荷判定▽出荷後の医療機関からの
問い合わせに対応する品質情報処理――などを担う
部署だ。
　後発品企業の業務は製造所と製造販売業に大別さ
れる。製造所の経験者を品質保証の部署に異動させ
る企業が多い中、高田製薬は新卒者を品質保証の専
門職として採用し、一から一貫して育てる方針を取
っていた。
　もっとも大宮さんが監査に加わるようになったの
は入社３年目以降。最初の２年間はＧＭＰ省令の理
解から始まり、製造記録・試験記録の照査、変更・
逸脱の対応、品質情報処理などを担当した。「自社
で工場を持っているため、製造所の人たちとすぐに
連絡が取れる環境で、分からないことはすぐに教え
てもらえた」と感謝の念をにじませ語った。そうし
た現場の教えも大きな糧とし、徐々に知識を深めて
いった。
　３年目からは、熟練社員の監査に月１回は同行し、
自社や委託先の工場が承認書通りに医薬品を製造し
ているかを監査する経験を積んだ。製剤製造所の監
査では、原薬の受け入れ工程から包装・個装箱への
梱包までの一連の製造工程を、実地確認と書類記録
の両面から確認する。例えば、異種品の混入を防ぐ
ため、異なる原料が誤投入されそうになった際にエ

ラーが表示されるか、問題発生時に即気づける
体制が整っているかといった観点で確認を行
う。「原料取り違えのダブルチェックなども実
際はやっていても記録に残していないケースも
あり、そういう漏れを見ていく」という。
　年に２、３回、中国やインドなど海外にある
製造所へ監査に行く機会もある。「私はこれま
でにイタリアとスペインに行った。海外製造所を見
られるのは凄く貴重な経験で、品質保証部の魅力の
一つだと思う」と語り、品質保証職がグローバルな
視座を磨ける仕事であることを教えてくれた。
　一方で、海外とのやり取りがある部署のため、英
語の文献を読んだり、英文メールでコミュニケーシ
ョンを取ったりするスキルが求められる。「語学の
習得は本当に大変。まさかこれほど英語を使うこと
になるとは思わなかった」と苦笑する。入社後、英
語の勉強をかなり頑張ってきた大宮さん。監査では
英語で話す必要があるためアプリで英会話学習にも
励んでいるという。
　監査業務も５年目に入るが、「まだまだ力不足で、

やればやるほど監査の奥深さを実感する」と謙虚に
語る。
　監査業務以外にも、市場出荷判定や品質情報の処
理業務も行っている。市場出荷判定では、製造所で
製造された医薬品の製造記録や試験成績書を照査
し、製造過程で品質に影響を及ぼす問題が発生して
いないか、試験結果が規格に適合しているかを確認。
問題がないと認められた場合に市場への出荷を許可
する。
　「何か問題があれば、『なぜ品質保証部で見つけら
れなかったのか』という話になる。日々大きな責任
を感じながら業務にあたっている」と表情を引き締
める。

　近年の後発品業界の品質問題のことは製薬企業で
働く身として重く感じている。「少しでもそういう
問題が起きないよう、安心して飲んでもらえるよう
に、貢献していきたい」と語った。
　品質情報処理の業務では、例えば医療機関から、
「ドライシロップの色がいつもと少し違う」といっ
た品質情報が寄せられた場合に、工場と連携して製
造工程に問題がないか調査したり、工場が講じた再
発防止策の妥当性を確認したりする。「薬学生時代
に実習先で医療機関の現場を見てきたので、品質情
報が寄せられると現場の様子が自然と想像でき、そ
こが面白いと感じる」
　品質保証室は社外の人とのやりとりが多く、多く
の人と関わりながら業務を進めていく部署だ。だか
らこそ、「常により良い関係性を心がけている」とい
う。
　入社８年目の2025年４月から大宮さんは品質保
証室のリーダーになった。「中堅となり、後輩や周
囲にも気を配りながら、自ら考えて行動しなければ
ならない場面が増えてきた。どうすれば業務を円滑

に進められるか、常に意識して取り組んでいる」と
語る。
　これから進路を選ぶ薬学生に向けて大宮さんは
「製薬企業で働くことと病院や薬局の現場で薬剤師
として働くことは、一見すると関係のない遠い世界
のように感じるかもしれない。でも、実際にはそれ
ほど別物とは考えなくてもいいのではないか」と語
りかける。
　「病院や薬局の薬剤師は、医薬品を利用する患者
の立場からその品質を見ている。一方、製薬企業で
は、その医薬品自体が安全かという視点で品質を確
認している。製薬企業が『これは安心して服用でき
る』と判断して出荷し、その薬を薬剤師が調剤する。
このように、両者は実は密接に連携している」と考
えるからだ。
　「製薬企業で薬剤師免許がなくても働くことはで
きるが、薬剤師免許を持っていることには大きな意
味があり、それは確かな強みにもなる。だからこそ、
もっと製薬企業を身近に感じてもらい、興味を持っ
てもらえたら嬉しい」と大宮さんはほほ笑んだ。

製造工程やミス防止体制確認
海外製造所での監査も経験

薬剤師免許が確かな強みに

後輩と打ち合わせをする大宮さん（左）。フリー
スペースで話も弾む

書
類
の
解
釈
に
つ
い
て
上
司
に
相
談
を
す
る
大
宮
さ
ん（
右
）

そう話す大宮さんからは、薬学部で現在学ぶ学生に
自身の経験が少しでも役に立てばとの思いが感
じられた。


